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特定非営利活動法人たかさき女性懇話会・群馬県主催 群馬県女性チャレンジ支援講座委託事業

たのし<参力0 ステップアップ講座 女1生の視点を社会に生かすために 第2回

メディアの中の女と男
～テレビCMを中心に考える～

コマーシャルの中の男女役割を問い直す会 吉田清彦
2007年 10月 14日 (日 )
於 :たかさき女性 フォーラム

1.ジェンダーの視点でCMの中の “女と男"を観る

テレビCM視聴① :最近 (2007年 8月 )の CMを観る
→CM分析シー トに記入→グループに分かれて話し合 う→発表する

2.解説
0メ ディアの力

・メディア・リ

3.CMは 変わったか ?

鍾冬銀
テレビCM視聴② :昔 (1992～ 93年)?CMを 観る
→感想を話し合う

(休憩)

4.CMコ ンテス トを楽しむ

匡濾義
テレビCM視聴③ :2001～ 02年のCMを観る
→採点記入シー トに記入→グループに分かれて話し合 う

→グループごとに「ワース トCM」 「ベス トCM」 を選ぶ→発表

5。 みんなで話 し合 う

(1)CMは変わつたか

(2)今 日の講座の感想
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6.アンケー ト用紙に記入 (ご意見・ご感想 )



■テレビCh/1と ジェンダー

一 CMが描く女と男の固定的役割規範 (=性別役割分業)
(*こ の項、小川真知子 「コマーシヤルの中の女と男」から引用)

1.伝統的な性別役割分業一 「男は仕事、女は家庭」が第一

a.家事は女の役目……衣、食、住、健康管理のCMは女が主役
b.仕事は男の役目……・強壮剤、保険、住宅のCMは男が主役
c。 職業上のステレオタイプ……女は事務員、補助する存在、

男は現場の仕事、管理職、上役

d.典型的な家族像……父、母、子ども 2人
(男組=父、息子は屋外でスポーツ、

女組=母、娘は室内で料理、洗濯、掃除、介護 )

2.価値基準の二重規範一 「男は業績、女は美と若さ」が大切
a。 出演タレントの年齢・……女は 10代後半～20代に集中、男は各年代に分布

b.女 と男の成功者のイメージ……女は女優やスポーツ。美人○○と形容、
男は幅広い職業

3.性的側面の強調一 「女は見られる存在、男は見る存在」が当然

a.水着姿、ミニスカー ト姿、下着姿の女性の氾濫
b.アイ・キャッチャー (目 を引くための存在)と しての女性の起用

4.身体的特徴― 「男は大きく、女は小さく」あるべし

5.権威の所在一 「男は主、女は従」がおさまりがよい

6.行動特性― 「男は能動的、女は受動的」という構図

7.体力特性― 「男はたくましく、女はか弱く」を強調

8.子 どもへの「らしさ」の強制一 「男の子は腕自、女の子はミニ妻」

■「CMが 変わってきた」要素 。要因

1.女性差別に対する世界的な取り組み(世界的な流れ)

2.女性aljに対する日本の女性たちの運動の積み重ね

と、メディアに対する取り組み

3.日 本社会の構造的な変化(少子高齢化 。人口減少社会の中で

「専業主婦」を抱えきれなくなった)

4.雇用機会均等法、共同参画社会基本法などの法的な支え

5。 作 り手側に「均等法世代」が育ってきたこと

など



図1 男女年層別視聴時間
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●メディア別の評価比較

人々の生活に

楽 しみや潤いを与えた

迅速な情報流通に

役立った

社会における情報の

価値や役割を高めた

消費生活を

豊かなものにした

政治や国際問題等を多くの

人にわかりやすく説明 した

社会事象を

多角的に取り上げてきた

人々の情報の理解力の

向上に寄与 してきた

真実の情報伝達に

寄与 してきた

●テレビCMの効果

イン′マク トが強い

カバーエリアが

広い媒体である

短期間に効果が

期待できる

商品イメージを

醸成するパワーが強い

さまざまな階層を

とらえることができる

心に残る表現ができる

自社の訴求ターゲットを

的確にとらえられる
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NHK全国視聴率調査

考え方に影響を与えたもの
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:総務庁青少年対策本部「青少年の連帯感などに関する油
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図9 コマーシャルの見方 (年層別)
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図4 CM接触態度

興味を持つて見ていることが多い

それほどでもないが、そのまま見ていることが多い

|まかのチヤンネルに回すことが多い

ほかのことをすることが多い

音だlj/1ヽさくすることが多い

図5 テレビに影響された行動

CMで見た商品を思わす買つた

テレロこ登場した街や店にわ た

テレビに登場する人物の
ようになりたい

関いた新しいことばをすぐこ使つた

タレントや歌手の持ち物や
フアッションをまねた
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圏 3 (1982年 10月テレビ30年調査)
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図10 コマーシャルの見方 (生年別)
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テレビ広告費

(2002年 11月 マスメディア調査)

NHK放送文化研究所編『テレビ視聴の 50年』NHK出版

■図表 I-8-13業種別テレビ広告費 (2002年〉

流通・′!ヽ売

1,242(64)

金融・保険 薬品・医療用品

11361(70)1,293(67)
情報・通l_

自動車・関連品

1,348(7.0)
1,313(68)

〔図表I‐ 312-13 (株 )電通「平成14年日本の広告費Jを基に作成〕

電通総研編『情報メディア白書2004』ダイヤモンド社

■ 図表 1‐ 8‐ 12
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